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１．はじめに 

複数の MR 画像（拡散強調画像、MRA、

FLAIR、プロトン画像、拡張テンソル画像）

から頭皮、大脳、血管、神経線維などを効果

的に重層表示する方式を提案する。ボリュー

ムレンダリングは、3 次元画像を可視化する

有効な手段ではあるが、標準的な伝達関数の

みで頭皮や大脳領域で同一の数値を持つ MR

画像を可視化することは困難である。そこで、

我々はボリュームレンダリングを行う前に、

可視化する対象に対して、正確なセグメンテ

ーションを行い、その結果をボリュームレン

ダリングに利用する。従来、困難であったMR

画像のボリュームレンダリングに対して、よ

り理解しやすい画像生成が可能になった。 

２．前処理 

DICOMなどのMRIの画像データは、2バ

イト符号付き整数で表現されるが、実際に使

用されているビット数は、12 ビットであり、

残りの領域はほとんど使用されていない。そ

こで、我々のアプローチは、原画像データに

対して、セグメンテーション情報を用いて、

複数の領域に頭皮、大脳、血管、神経線維な

どを再配置する方式を取っている。再配置さ

れた領域を対象として、各伝達関数を強調表

示する。 

脳の MR 画像は、岩手医科大学ハイテクリ

サーチセンターに導入されている脳専用の 3

テスラ MRI 装置により取得している。 

複数の MR 画像（ロカライズ、拡散強調画

像、MRA、FLAIR、T2 強調画像とプロトン

画像、拡散テンソル画像など）を高解像度で

取得可能である。取得された MR 画像は、画

像処理技術、領域拡張法、変形モデル、対話

処理等を用いて、以下の領域をセグメンテー

ションする。 

1）大脳、小脳、延髄等 

2）血管（動脈、静脈） 

3）神経線維 

セグメンテーションされた画像は、2 値化

された 3 次元画像（セグメントデータ）とし

て保存される。 

３．レンダリング手法 

セグメンテーションされた可視化対象領域

の情報を用いて、元の 3次元MR画像の数値

に定数を加えて、領域別に再配置する。次に

可視化対象領域ごとに伝達関数を設定して、

ボリュームレンダリングを行う。領域ごとに

伝達関数を定める必要があるが、既存のボリ

ュームレンダリング技術をそのまま、使用す

ることが出来る。全体の処理の流れは、以下

のようになる。 

1) 脳ボリュームデータの読み込み 

2) セグメントデータの読み込み 

3) セグメントマップの作成 

4) 輝度値変換 

5) 3次元画像ファイルの出力 

6) ボリュームレンダリング 
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ここで、セグメントマップとは, 読み込んだ

セグメントデータを管理する情報であり、脳

 

 

4－523

2V-3

情報処理学会第67回全国大会



ボリュームデータに対し, 各ボクセル値がど

の領域に属しているかの情報を保存している。

輝度値変換は、脳ボリュームデータに対して、

対応するセグメントマップを参照し、該当す

るセグメントがあった場合、ユーザーが指定

した値（定数）を加えて、相対的にその領域

を異なる輝度値に変更する。よって、出力さ

れる 3 次元画像は、脳ボリュームデータにお

いて該当するセグメントをもつ画素の値は、

指定された輝度値分増えていることになる。 

伝達関数ファイルは、実行結果の出力に対

応する基本伝達関数情報を提供し、伝達関数

を調整する際に脳ボリュームデータ、各成分

のそれぞれに伝達関数を振り分けることを容

易にするものです。伝達関数の調整では, 脳ボ

リュームデータの各領域について行う。レン

ダリングは、テクスチャマッピングを用いた

ボリュームレンダリング1)を行っている。その

ため、リアルタイムの可視化が可能である。 

４．適用例 

図 1は、元のMR画像に対して、通常の伝

達関数によるボリュームレンダリング例であ

る。伝達関数を変更しても皮質と脳の輝度値

が重複するため脳の表示が困難である。図 2

は、セグメンテーションを行った大脳領域情

報を用いて、領域ごとに伝達関数を指定して

作成した例である。図 3 は、頭皮と血管の重

層表示である。 

 

図 1 従来手法による表示 

 

図 2 本手法による大脳と頭皮の重層表示 

 

図 3 本手法による頭皮と血管の重層表示 

 
５．まとめと今後の展望 

複数の MR 画像から頭皮、大脳、血管、神

経線維などを効果的に重層表示する方式を提

案した。従来の伝達関数による可視化だけで

は困難であった重層表示を容易にわかり易く

可視化することが可能になった。本手法は商

用のパーソナルコンピュータ上で、医学教育

や術前計画にも使用可能である。現状では、

領域ごとにセグメンテーションや伝達関数を

入力する必要があるため、臨床で使用するた

めには、自動的に画像を生成する機能が必要

であると思われる。 
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